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サマーパーティー
2008 年度サマーパーティーは真夏日の続く酷暑の

中 7月 18 日（金）に毎度おなじみの日本外国特派員
協会（プレスクラブ）にて 40 社　188 名が参加して
盛大に行われました。
今回はサマーパーティーに先立ち、「洋書業界、３

つの展望」と題して若い方を対象としましたパネルデ
ィスカッションを行いました。齊藤純生氏（日本文献
出版社長）、仲　光男氏（雄松堂書店社長）、山川隆司
氏（ユサコ会長）の三名の方にお話をいただき、こち
らも多数のご参加いただき初めての試みとしては大盛
況でした。

さてパーティーの方は前年に比べると若い方（特に
女性）の参加人数が増えているようで、開宴前から大
勢の方々が入場されウェルカムドリンクも好評の中、
まだ外は夕日で明るいなか 6時過ぎに開宴となりまし
た。
文化厚生委員長　東亜ブック　鶴氏による開会の挨
拶で始まり、協会理事長 UPS マーク・グレシャム
氏のスピーチでは出だしのユニークなモノマネで会場
内の笑いを誘い、明るい雰囲気の中　乾杯のご発声で
始まりました。
今回はパーティーのあいだにスピーチを入れず最後
まで会食・歓談の時間とさせていただきましたがいか
がだったでしょうか？
皆様それぞれがいろんな方とゆっくりとお酒と食事
を楽しみながら歓談できたと感じていただけたら光栄
です。
今後も皆様の楽しんでいただけるサマーパーティー
が開催できるよう文化厚生委員一同で精一杯努力して
いきますので多数のご参加お待ちしております。

㈱東亜ブック　鶴　竜次　記

サマーパーティー

株式会社　極東書店
新　任：代表取締役社長　相澤久俊氏
前社長の菅野孝雄氏は取締役会長に就任

会社代表者変更

長年にわたり文化厚生委員として活躍された小松
守雄氏（太陽図書貿易株式会社代表取締役）
は 8月 20日に永眠されました。享年 74歳でした。
長年の労に感謝いたしますと共に謹んでご冥福を
お祈りいたします。

訃　報
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上位の成績は下記の通り
順位 氏名（社名） 総得点 1G 2G
優勝 寺尾雅人（日本出版貿易） 351 192 159
準優勝 高橋直樹（TBL） 311 169 142
３位 西山幸児（西山洋書） 304 139 165
４位 井上昌哉（大洋交易） 294 174 120
５位 石川足穂（大洋交易） 293 148 145
６位 マーク・グレシャム（UPS） 288 138 150
７位 平野　覚（ユサコ） 276 124 152
８位 植原英男（日本出版貿易） 276 140 136
９位 尾崎繁美（エイビスBS） 275 114 121
10位 山中玄致（ユサコ） 264 135 129

ハイスコアー男性／G 寺尾雅人（日本出版貿易）192
ハイスコアー女性／G 尾崎繁美（エイビスBS） 121

委員会報告 ＜文化厚生委員会＞

第3回　ボウリング大会
2008年 8月 5日（火）

会　場：東京ドームボウリングセンター
参加者：23名（11社） 男性16名　女性7名
競　技：2Gのトータルピン（女性は20ピン/ゲームのハンディキャップあり）

次回は 2008 年 11月 11日（火）に開催予定です。

理事会報告

日時：2008年 9月 3日（水）

１．理事欠員の対処
洋販の自己破産により理事が 1名減ったが、残る任
期は約半年なので補充は行わない事とした。

２．関西パーティー開催の可否
日程の関係と予算の都合で今年のパーティーは中止
するが、来年は必ず行う事とした。また中部、関西
の会員には例年通り事務局長が訪問し、都合がつけ
ば理事長も同行する。

３．今期活動指針の進捗
活動の具体的な内容について論議された。この内容
に基づいて委員長会議で実行策を策定し、文化厚生
委の行事と会わせた行事予定表を作成する。

４．退会の承認
医学書院（9月 30 日付退会届）、洋販は定款 15 条、
9項の規定により退会が認められた。

５．その他
入会に関し、正会員数社、賛助会員 1社の候補があ
り、理事長、事務局長で訪問し勧誘する。また過去
の退会者（社）も訪問し再入会を勧誘する。
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スコットランド蒸留所巡り（前編）
元医学書院洋書部長　壹原七男

入社した頃はビールコップ一杯で目一
杯だったのに一体どうしたの、という周
囲の訝る声が聞かれなくなったのは 40代
の半ば頃だったでしょうか。酒の席をな
るべく逃げるようにしていたのが、いつ
の間にか逃げなくなったのが 30代半ば頃
だったでしょうか。海外版元の人たちと
付き合うには寧ろ好ましい変貌でした。
海外出張では仕事が終わった後に食事に
誘われることもしばしばでしたが、その
際に酒は飲むだけではなく宴席での話題
の一つにもなって行きました。シングル
モルトウィスキーに傾斜して行ったのは英国随
一の医書出版社であったチャーチル・リヴィン
グストンの人たちの影響でした。国際販売担当
の人たちはシングルモルト通が多く、エディン
バラを訪ねれば食事の後はパブがお決まりのコ
ースでした。1990 年代に付き合いのあったジェ
ラルド・ダメット（Gerard Dummett）氏はケル
トの血を引く人で、仕事も熱心でしたが、シン
グルモルト指導も熱心な人として忘れられない
一人です。
前置きが長くなりました。今回の一人旅の出

発点は思い出の地エディンバラでした。ロンド
ンはキングズクロス駅で列車に飛び乗り、途中
ヨークで下車して大聖堂を見物し、夕方エディ
ンバラのウェイヴァリー駅に到着。翌朝ウェイ

ヴァリー駅で再び列車に乗車、蒸留所巡り一日
目（6月 25 日）です。北の都アバディーンで途
中下車し散策を楽しんだ後、スペイサイド
（Speyside）地域の小さな町キース（Keith）へ行
き、まずストラスアイラ蒸留所（Strathisla）を
訪問しました。ストラスアイラは他のモルトと
ブレンドして有名なシーバスリーガルやロイヤ
ルサルートのもとになるシングルモルトの銘酒
です。静かな森に佇む蒸留所の姿はそれだけで
絵になる素晴らしい景観を湛えています。案内
役の職員は懇切丁寧で行き届いた応対をしてく
れます。待合室でシーバスリーガルをまず一杯、
5人集まったところでガイドツアーが始まりまし
た。大麦を発酵させてから蒸留するまでの工程
を現場で説明してくれます。最後に最も重要な

熟成倉庫に案内され、様々な年数の熟成
樽やブレンド用の他社樽の説明がなされ
ます。終了後ショップ内のテーブルに案
内され、そこでストラスアイラかシーバ
スリーガルのどちらかをもう一杯供され
ます。どういうわけか私には両方くれま
した。一人旅のバックパッカーであるこ
とから車運転なしと見たのでしょうか。
見学料は 5 ポンドですが、ショット 3 杯
は充分元がとれます。こういうことを言
うから酒飲みは嫌われるのかも知れませ
ん。
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